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２
０
２
０
年
５
月
１
日
現

在
、
薬
学
を
専
攻
す
る
学
生

数
は
７
万
１
７
０
５
人
。
そ

の
９
割
近
く
（
88
・
７
％
）

に
当
た
る
６
万
３
８
９
０
人

は
私
立
大
学
薬
学
部
で
学
ん

で
い
ま
す
。
私
立
大
学
薬
学

部
は
21
年
度
に
全
国
60
校
を

数
え
ま
す
。
大
学
間
格
差
が

指
摘
さ
れ
る
中
、「
入
り
や

す
い
薬
学
部
は
卒
業
し
に
く

い
」
と
も
言
わ
れ
、
教
育
の

質
、
薬
学
生
の
資
質
が
問
わ

れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
い

ま
す
。

　

薬
学
生
の
資
質
と
は
何
を

も
っ
て
判
断
基
準
と
す
る
の

か
。
難
し
い
問
い
で
す
。
文

部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
新
制

度
の
薬
学
部
及
び
大
学
院
に

お
け
る
研
究
・
教
育
等
の
状

況
に
関
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
Ｗ
Ｇ
」
の
14
年
11
月
７
日

報
告
に
は
「
質
の
高
い
卒
業

生
を
輩
出
す
る
要
因
の
一
つ

は
、
一
定
以
上
の
学
力
を
有

す
る
入
学
者
の
確
保
で
あ

る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
同
報
告
に
お
い

て
も
「
卒
業
率
や
国
家
試
験

合
格
率
は
あ
く
ま
で
も
指
標

の
一
つ
で
も
あ
り
、
教
育
の

質
を
確
保
で
き
る
指
標
に
つ

い
て
、
今
後
検
討
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
と
も

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
に
お
い
て
も
残
念

な
が
ら
明
確
な
解
は
存
在
し

ま
せ
ん
。

薬
学
志
願
者
数

　

グ
ラ
フ
の
通
り
、
20
年
ま

で
の
薬
学
志
願
者
数
の
推
移

は
ほ
ぼ
全
て
私
立
大
学
志
願

者
の
動
向
に
依
存
し
ま
す
。

６
年
制
施
行（
06
年
）に
伴
い

大
幅
に
低
下
し
た
志
願
者
数

は
数
年
間
低
迷
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
14
年
ま
で
漸
増

し
た
後
、
再
び
緩
や
か
な
低

下
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
志
願
者
数
は
９
万

０
８
０
５
人
、
う
ち
私
立
大

学
志
願
者
は
９
割
強
（
90
・

９
％
）
の
８
万
２
５
６
５

人
。
薬
剤
師
資
格
に
直
結
す

る
６
年
制
志
願
者
数
は
８
万

２
１
５
４
人
（
薬
学
総
数
の

90
・
５
％
）、
私
立
大
学
志

願
者
に
あ
っ
て
は
７
万
６
４

２
８
人
（
私
立
大
学
薬
学
総

数
の
92
・
６
％
）
で
し
た
。

ち
な
み
に
個
々
の
大
学
を
見

る
と
、
６
年
制
志
願
者
の
多

い
上
位
２
私
立
大
学
は
共
に

近
畿
圏
に
キ
ャ
ン
パ
ス
を
置

く
摂
南
大
学
（
４
０
９
２

人
）、
近
畿
大
学
（
３
７
８

２
人
）。
一
方
、
最
小
は
青

森
大
学
の
１
０
０
人
で
す
。

こ
の
上
位
２
校
は
前
年
の
19

年
も
志
願
者
数
４
８
１
８

人
、
４
５
８
４
人
と
１
、
２

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
大

学
に
よ
り
入
学
定
員
に
は
最

小
70
人
（
青
森
大
学
）
か
ら

最
多
４
２
０
人
（
東
京
薬
科

大
学
）
ま
で
と
大
き
な
開
き

が
あ
り
、
加
え
て
入
学
者
選

抜
の
方
法
等
が
各
校
ご
と
に

異
な
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら

単
純
に
大
学
間
の
比
較
を
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

入
学
定
員
２
２
０
人
、
１
５

０
人
の
こ
の
２
校
に
多
く
の

志
願
者
が
集
ま
る
の
は
な
ぜ

で
し
ょ
う
。
こ
れ
も
大
学
間

格
差
の
一
つ
で
し
ょ
う
か
。

　

各
大
学
の
実
質
競
争
倍
率

（
合
格
者
数
／
受
験
者
数
）

等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
次

回
に
述
べ
ま
す
。

藤井もとゆきの

ひとり言

問
わ
れ
る
教
育
、薬
学
生
の
資
質
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薬学志願者数の推移（2000～20年）
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出典：文部科学省「学校基本調査」より　作成：藤井基之事務所
00
年度
01
年度
02
年度
03
年度
04
年度
05
年度
06
年度
07
年度
08
年度
09
年度
10
年度
11
年度
12
年度
13
年度
14
年度
15
年度
16
年度
17
年度
18
年度
19
年度
20
年度

13.413.4

12.212.2

14.914.9

13.713.7

15.415.4

14.314.3

14.914.9

13.813.8

10.110.1

9.29.2

9.49.4

8.58.5

9.49.4

8.68.6

8.88.8

8.08.0

8.28.2

7.57.5

8.58.5

7.77.7

9.29.2

8.38.3

11.411.4

10.410.4

13.213.2

12.212.2

11.111.1

10.310.3

11.111.1

10.310.3

10.710.7

9.89.8

10.510.5

9.69.6

9.89.8

8.98.9

9.19.1

8.38.3

←私立 28 学部新設→←私立 28 学部新設→

（
６
年
制
施
行
）

（
６
年
制
施
行
）

　

20
年
度
改
定
で
は
、
医
療
者

の
負
担
軽
減
に
貢
献
す
る
取
り

組
み
を
評
価
す
る
た
め
、
病
棟

薬
剤
業
務
実
施
加
算
等
の
算
定

に
必
要
な
常
勤
薬
剤
師
の
配
置

要
件
を
緩
和
。
ま
た
、
同
加
算

１
を
１
０
０
点
か
ら
１
２
０
点

に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
よ
り
評

価
を
充
実
さ
せ
た
。

　

昨
年
４
～
９
月
に
同
加
算
の

施
設
基
準
の
届
け
出
を
し
た

病
院
に
お
い
て
、
届
け
出
の
た

め
に
行
っ
た
対
応
で
多
か
っ

た
の
は
、「
薬
剤
部
門
の
人
員

配
置
、
勤
務
態
勢
の
見
直
し
」

が
60
・
３
％
と
最
も
多
く
、
次

い
で
「
Ｉ
Ｔ
や
シ
ス
テ
ム
（
業

務
日
誌
や
入
力
テ
ン
プ
レ
ー

ト
）
の
活
用
や
環
境
整
備
」
が

34
・
９
％
、「
常
勤
薬
剤
師
を

増
員
し
た
」
が
28
・
６
％
の
順

だ
っ
た
。

　

一
方
、
同
加
算
の
施
設
基
準

の
届
け
出
を
し
て
い
な
い
理
由

と
し
て
、「
薬
剤
師
の
人
数
が

不
足
し
、
病
棟
専
任
薬
剤
師
に

よ
る
病
棟
業
務
の
実
施
時
間
が

週
20
時
間
に
満
た
な
い
か
ら
」

６割が人員配置見直し
病棟加算の要件緩和で

が
86
％
で
最
多
を
占
め
た
。

　

薬
剤
師
業
務
の
う
ち
、
１
年

前
と
比
べ
て
増
加
し
た
の
は
、

「
薬
剤
師
に
よ
る
処
方
提
案
の

件
数
」
が
59
・
９
％
、「
薬
剤

師
か
ら
医
師
へ
の
情
報
提
供
」

が
56
・
３
％
の
順
に
多
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
加
算

の
施
設
基
準
の
届
け
出
を
し
て

い
な
い
施
設
で
、
こ
れ
ら
項
目

に
つ
い
て
増
加
し
た
と
回
答
し

た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
38
・
１
％
、

40
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

病
棟
で
の
薬
剤
師
の
関
与
状

況
を
見
る
と
、
病
棟
薬
剤
師
を

配
置
し
た
こ
と
で
医
師
の
負
担

軽
減
等
に
効
果
が
あ
る
と
し
た

の
は
、「
患
者
か
ら
の
情
報
収

集
（
投
薬
歴
、
持
参
薬
）」
が

82
・
４
％
と
最
も
多
く
、
次
い

で
「
退
院
時
の
薬
剤
情
報
管
理

指
導
」
が
80
・
３
％
、「
患
者

に
対
す
る
処
方
薬
の
説
明
」
が

77
・
６
％
と
な
っ
た
。

　

大
阪
薬
科
大
学
の
政
田
幹
夫

学
長
は
22
日
、
大
学
構
内
で
最

終
講
義
を
行
っ
た
。
今
月
末
で

学
長
の
任
期
満
了
を
迎
え
退
官

す
る
政
田
氏
は
、
今
後
の
６
年

制
薬
学
教
育
を
担
う
関
係
者
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
「
現
在

実
施
し
て
い
る
よ
う
な
職
業
訓

練
型
の
実
務
実
習
で
は
な
く
、

本
当
の
意
味
で
の
臨
床
教
育
に

取
り
組
ま
な
い
と
、
こ
れ
か
ら

の
６
年
制
教
育
は
成
り
立
た
な

い
」
と
強
調
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
医
学
部
や
看
護
学
部
な
ど

と
共
同
で
行
う
多
職
種
連
携
教

育
の
拡
充
に
取
り
組
む
よ
う
呼

び
か
け
た
。

　

政
田
氏
は
「
薬
剤
師
に
は
臨

床
研
修
が
不
足
し
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
る
」
と
説
明
。
そ
れ

を
補
う
た
め
に
卒
後
初
期
研
修

の
拡
充
が
必
要
と
の
意
見
も
あ

る
中
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
６
年

間
の
薬
学
教
育
の
中
で
臨
床
教

育
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
の
持

論
を
展
開
し
、「
将
来
、
医
薬

品
の
研
究
者
や
開
発
者
、
営
業

・
情
報
提
供
者
な
ど
、
ど
こ
で

働
く
に
し
て
も
臨
床
教
育
を
き

ち
ん
と
受
け
る
べ
き
。
そ
れ
が

他
の
理
系
学
部
と
の
違
い
に
な

る
」
と
指
摘
し
た
。

　

政
田
氏
は
、
将
来
の
薬
学
部

　

医
療
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
病
院
薬
剤

師
の
取
り
組
み
を
評
価
し
た
２
０
２
０
年
度
診

療
報
酬
改
定
の
影
響
を
検
証
し
た
報
告
書
が
、

24
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
総
会
で
了

承
さ
れ
た
。
病
棟
薬
剤
業
務
実
施
加
算
の
算
定

に
必
要
な
常
勤
薬
剤
師
の
配
置
要
件
緩
和
や
同

加
算
の
評
価
を
充
実
し
た
結
果
、
薬
剤
部
門
の

人
員
配
置
を
見
直
し
た
施
設
が
６
割
を
占
め
た

ほ
か
、
改
定
前
に
比
べ
て
処
方
提
案
な
ど
の
件

数
が
増
加
し
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

20年度改定調査

に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し

て
、
▽
充
実
し
た
基
礎
薬
学
▽

多
職
種
連
携
教
育
▽
臨
床
長
期

実
習
の
実
施
▽
臨
床
を
修
得
、

理
解
し
た
研
究
者
・
教
官
―
―

を
提
示
。
中
長
期
的
に
目
指
す

べ
き
薬
学
部
の
将
来
像
に
つ
い

て
「
基
礎
、
衛
生
、
医
療
、
臨

床
薬
学
は
４
年
次
の
Ｃ
Ｂ
Ｔ
で

完
結
さ
せ
、
５
、
６
年
次
は
臨

床
長
期
実
習
や
演
習
、
多
職
種

連
携
教
育
や
研
究
に
集
中
さ
せ

る
。
１
年
次
の
高
校
の
復
習
や

６
年
次
の
国
家
試
験
予
備
校
的

な
授
業
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
外
と

す
る
」
と
述
べ
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
体
制
を
構
築
す
る
よ
う

呼
び
か
け
た
。

　

大
阪
薬
大
は
４
月
か
ら
大
阪

医
科
大
学
と
統
合
し
、
大
阪
医

科
薬
科
大
学
と
し
て
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
。
２
大
学

の
統
合
を
機
に

多
職
種
連
携
教

育
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
計
画

だ
。
政
田
氏
の

最
終
講
義
は
、

学
長
任
期
満
了

の
最
終
講
義
で

あ
る
と
共
に
、

単
科
大
学
で
あ

る
大
阪
薬
大
の

歴
史
に
幕
を
下

ろ
す
最
後
の
講

義
に
も
な
っ

た
。

多
職
種
連
携
教
育
の
拡
充
を

大
阪
薬
大　

政
田
学
長
が
最
終
講
義

最終講義を終え、教員との記念撮影に応じる
政田氏（右から２番目）＝大阪薬大提供


